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テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益

金
を
財
源
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

廃
止
し
ま
す

「
前
納
報
奨
金
制
度
」

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
固
定
資
産

税
（
都
市
計
画
税
を
含
む
）
と
市
県

民
税
（
普
通
徴
収
）
を
、
第
１
期

納
期
内
に
、
全
期
分
一
括
納
付
さ

れ
た
場
合
に
報
奨
金
を
交
付
す
る

「
前
納
報
奨
金
制
度
」を
廃
止
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱
し

た
社
会
情
勢
と
不
安
定
な
経
済
事

情
の
中
で
、
早
期
税
収
確
保
と
納

税
意
識
の
向
上
を
図
る
目
的
で
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
彦
根
市
の
財
政
状
況

は
厳
し
く
、
前
納
報
奨
金
に
係
る

負
担
が
大
き
い
こ
と
や
、
市
県
民

税
を
給
与
や
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
特
別
徴
収
者
に
は
適
用
が
な

く
不
公
平
で
あ
る
こ
と
か
ら
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　
報
奨
金
制
度
は
廃
止
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
期
前
納
（
一

括
納
付
）
は
で
き
ま
す

▼
田
植
え
前
の
強
制
落
水
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番

宝
く
じ
の
助
成
金
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
生
か
し
て
い
ま
す

　　

平
成
23
年
度
に
、
レ
イ
ン
ボ
ー

タ
ウ
ン
南
彦
根
自
治
会
が
宝
く
じ

助
成
（
※
）
を
利
用
し
て
、
地
域

内
の
公
園
に
花
壇
や
ベ
ン
チ
、
掲

示
板
、
街
灯
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
設

置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
世
代
交
間
交
流
が
図
ら
れ
る
ふ

れ
あ
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
宝
く
じ
助
成　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

国
民
年
金
保
険
料
は

遅
れ
ず
に
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
時
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と

老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
納
付

が
遅
れ
る
こ
と
で
「
障
害
基
礎
年

金
」
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

も
し
も
の
と
き
に
後
悔
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
き
ち

ん
と
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

（
納
期
は
翌
月
末
で
、２
年
経
過
す
る

と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、
要
件
を
満
た

せ
ば
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る

制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず

保
険

年
金
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
（
保
険
料
免
除
制
度
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
納
付
の

全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の
３
、２

分
の
１
、４
分
の
１
）
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

保
険
料
免
除
は
、
本
人
と
配
偶

者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
承
認

さ
れ
ま
す
。

30
歳
未
満
の
人
は

　（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）

　

本
人
が
30
歳
未
満
で
あ
る
と
き

に
限
っ
て
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
は
本
人
と
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

学
生
の
人
は

　（
学
生
納
付
特
例
制
度
）

　

本
人
が
学
生
で
あ
る
と
き
に

限
っ
て
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
は
、
本
人
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま

す
。

※
保
険
料
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
老
後
に
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含

ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の

と
き
に
、「
障
害
基
礎
年
金
」
を

受
け
取
る
資
格
期
間
に
も
含
ま

れ
ま
す
。

※
失
業
さ
れ
た
人
は
、「
離
職
票
」

や「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

な
ど
を
添
付
す
れ
ば
、
前
年
の

所
得
に
関
係
な
く
免
除
さ
れ
る

特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番　

決
ま
り
ま
し
た

彦
根
市
選
挙
管
理
委
員

　

平
成
24
年
彦
根
市
議
会
２
月
定

例
会
で
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
皆

さ
ん
が
彦
根
市
選
挙
管
理
委
員
・

同
補
充
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
４
月
11
日
〜
平
成
28

年
４
月
10
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
は
、
彦
根
市
で

執
行
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
に

関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

補
充
員
は
、
選
挙
管
理
委
員
に

欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
、
委
員
に

な
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員

　

小
川　

良よ
し

紘ひ
ろ

さ
ん（
河
原
一
丁
目
）

　

加
藤　

三ぞ
う

さ
ん（
中
藪
二
丁
目
）

　

北
川　

良り
ょ
う

さ
ん
（
日
夏
町
）

　

谷
沢　

典
子
さ
ん
（
平
田
町
）

補
充
員

　

野
瀬　

毅た
け
し

さ
ん
（
宇
尾
町
）

　

伊
関　

光
男
さ
ん
（
稲
部
町
）

　

荒
川　

葉
子
さ
ん
（
日
夏
町
）

　

米
田　

紀
代
子
さ
ん（
西
葛
籠
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

「
ぶ
ら
り
お
で
か
け
！
ひ
こ

ね
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
っ
ぷ
」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
の
人
な

ど
が
安
心
し
て
気
軽
に
外
出
で
き

る
よ
う
に
、
市
内
の
公
共
施
設
や

商
業
施
設
な
ど
の
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
情
報
」
が
検
索
で
き
る
地
図

情
報
を
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-
１
７
６
７
番

農
業
濁
水
を
流
さ
な
い
で

今
年
も
基
本
事
項
の
徹
底
を

　

代
か
き
や
田
植
え
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
農
作
業
に
よ
る
濁

水
が
流
出
す
る
と
、
琵
琶
湖
の
水

質
を
悪
化
さ
せ
、
魚
な
ど
の
生
き

物
が
住
み
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

年
々
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
、
少
し
ず
つ
水
質
は

良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

次
の
事
項
を
実
践
し
、
水
田
か

ら
農
業
濁
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
け
い
畔
の
点
検
、あ
ぜ
塗
り
、あ

ぜ
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
代
か
き
は
浅
水
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

じ
ん

▲レインボータウン南彦根自治会の
　コミュニティ広場

　

現
在
、
全
期
前
納
口
座
振
替
を

利
用
し
て
い
る
人
で
、
各
期
別
振

替
に
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

納

税
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

納
税
課
☎

30-

６
１
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

表
紙
写
真
な
ど
を
カ
ラ
ー
印
刷
に

「
広
報
ひ
こ
ね
」
が
変
わ
り

ま
す

　　
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
、親
し
み
や

す
い
紙
面
を
目
指
し
て
、
今
年
の

１
月
か
ら
紙
面
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど

を
刷
新
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
号
か
ら
は
、
さ
ら
に

表
紙
な
ど
数
ペ
ー
ジ
を
フ
ル
カ

ラ
ー
印
刷
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
号
か
ら
15
日
号
も
２

色
刷
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
印
刷

発
行
に
要
す
る
経
費
は
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
を
結

ぶ
媒
体
と
し
て
、
情
報
が
よ
り
伝

わ
り
や
す
い
編
集
に
努
め
ま
す
。

今
後
も
い
っ
そ
う
の
ご
愛
読
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課

☎
30-

６
１
０
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番


